
（１）はじめに 

「木山口町まちづくり協議会（以下、協

議会）」は、『基山町歴史的風致維持向上計

画』が国の認定（平成 31 年 1 月 24 日認

定）を受けたことを契機とし、長崎街道沿

いの町場として栄えた木山口町の歴史ま

ちづくりを官民協働で推進していくこと

を目指し、令和２年７月２９日（水）に地

元関係者で組織されました。（地元の主な

団体や区からの推薦により８名の会員と

２名のオブザーバーにより組織されてい

ます。）令和３年度からは、修景助成基準

の検討に取り組んできました。今年度は、

勉強会や研修会として、歴史まちづくりの

先進地「山鹿市」の視察も行い、修理・修

景ガイドラインを作成しました。 

今年度取り組んできた修理・修景ガイド

ラインの概要をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『基山町歴史的風致維持向上計画』とは 
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山鹿市の視察（令和５年 11 月 8 日） 

図：木山口町まちづくり協議会の事業範囲 

 

この計画は、『地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律

（通称、歴史まちづくり法）』に基づく、法定計画です。歴史的な建造物

と歴史・伝統を反映した人々の活動等で構成される歴史的風致の維持向

上を図るものです。計画は役場（教育学習課）の窓口や町のホームページ

等でご紹介しています。詳しくは、教育学習課にお問い合わせいただく

か、町のホームページをご覧ください。 



（２）山鹿市の視察（令和３年 11 月 8 日）の報告 

山鹿市では、平成 21年３月『山鹿市歴史的風致維持向上計画（第１期）』が国の認定を受け、現

在は第２期計画に基づき歴史まちづくりの推進が図られています。第２期計画では「菊鹿古代の里」

と「山鹿湯まち」の重点区域が設定されています。基山町でも重点区域の中に「基山にみる歴史的

風致」「木山口町にみる歴史的風致」があり山鹿市と状況が類似することから、先進事例として、

山鹿市の２つの重点区域を視察してきました。 

菊鹿古代の里重点区域の視察 

この重点区域は、国指定史跡「鞠智城跡」を核として設

定されています。鞠智城跡は、「基肄城跡（基山町に所在）」

と同時期の 7世紀後半に築かれた古代山城の遺跡です。現

在歴史公園として整備・活用され、その姿が復元されてい

ます。鞠智城跡では、「鞠智城説明ボランティアの会」が

結成され、見学の案内役を担っています。その説明を受け

ながら、歴史公園を視察することができました。 

山鹿湯まち重点区域の視察 

この重点区域は、国指定重要文化財（建造物）「八千代

座」を核として設定されています。肥後・熊本を起点とし、

豊前・小倉に至る豊前街道が南北に縦断し、参勤交代時の

宿泊地であり、温泉宿場町として栄えたところです。平成

24年には、伝統工法による九州最大級の木造温泉「さくら

湯」が復元されています。街道沿いには、町家建築が建ち

並び、町並みの修景の推進も図られています。街道では、地元有志で結成された「下町惣門会」が

活躍しています。「米米総門ツアー」を開催し、観光客のもてなしに一役買っています。視察当日

も解説を受け、町並みを視察することができました。 

視察の感想（抜粋） 

視察に参加した協議会メンバーからは、以下のような感想が寄せられました。木山口町の修理・

修景ガイドラインの検討に有意義な視察となりました。 

鞠智城跡の視察の様子 

湯まち地区街道沿いの視察の様子 

〇道路美装化、軒・庇の連続性が大事であることを実感できた。 

〇町並みの修景にあたって、木製建具や木を使用した外観が大事（特に色をそろえる）。 

〇古き良き建物が残され、修理が加えられ街全体で大切にしてきたのが伝わった。 

〇木山口の場合、どこまでできたらゴールなのか決めるべき。まずは道路舗装、新築の事業者へのお

話し等をしていく必要があり、協議会以外の協力が必要。  など 

 

鞠智城跡の視察の様子 



（３）木山口町修理・修景ガイドラインの概要 

令和３年度から基山町とともに取り組んできた「歴史的風致形成建造物の修理基準」、「一般住宅

等の修景基準」、そして「木山口町修理・修景ガイドライン」の作成に向けた検討もとりまとめが

でき、令和６年３月 13 日には、木山口町まちづくり協議会による住民説明会も開催されたところ

です。以下、その概要をご紹介します。 

 

歴史的風致形成建造物の修理基準、一般住宅等の修景基準とは 

 

 

修理事業・修景事業の対象 

修理事業の対象は、町が指定する歴史的風致形成建造物です（以下の図の■［候補含む］）。修景

事業の対象は、長崎街道に接する宅地にあり、かつ、長崎街道の道路上から目視できる範囲にある

建造物（建築物、外構・工作物）の部分です（以下の図の青点線の範囲）。 

 

 

  

図：修理事業・修景事業の対象 



木山口町修理・修景ガイドラインとは 

『木山口町修理・修景ガイドライン』は、「歴史的風致形成建造物の修理基準」、「一般住宅等の

修景基準」、「修理・修景の手続き」、「修理・修景する補助金の限度額等」を町民の皆さんにわかり

やすく示すために作成したものです。詳しい内容に興味がある方は、木山口町まちづくり協議会事

務局の基山町教育学習課 ふるさと歴史のまち推進係へのお問い合わせをお願いします。 
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図：修理・修景ガイドラインの概要（※修景基準のガイドラインの一部、補助限度額を抜粋） 

補助の対象、補助率、限度額

は、基山町街なみ整備助成事

業等補助金交付要綱による。 


